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節
目
の「
国
会
請
願
」
で
は
、
埼
玉
は
、
全
国
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
18
名
が
参
加
し
て
、
他
県
へ
も

応
援
も
出
し
、
埼
玉
選
出
の
11
名
の
国
会
議

員
を
、
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
、
昨
年
を
上

回
る
六
五
四
四
筆
の
署
名
を
持
っ
て
訪
問
。
そ

の
結
果
、
紹
介
議
員
は
昨
年
を
２
名
上
回
る

７
名
の
方
が
な
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
員
拡
大
で
は
、
前
号
で
詳
し
く
報

道
し
た
様
に
、
４
月
10
名
、
５
月
３
名
、
６
月

は
こ
れ
ま
で
一
ヶ
月
で
は
最
高
の
26
名
を
拡

大
、
合
計
で
39
名
を
拡
大
し
、
30
名
の
自
主

目
標
を
超
過
達
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
の
拡
大
数
は
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
拡
大
数
に
な
り
ま
す
。 

「
会
員
拡
大
」達
成
し
県
総
会
の
成
功
を 

７
月
は
、「
女
性
部
再
開
」
の
と
り
く
み
の
中

で
、
新
し
い
経
験
も
生
ま
れ
、
現
在
７
名
拡
大

し
、
目
標
の
四
五
〇
名
迄
あ
と
12
名
に
な
っ

て
い
ま
す
。
来
年
創
立
50
周
年
迄
、
念
願
の

「
５
百
名
会
員
実
現
」
も
見
え
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

  

 

 

 

岸
田
政
権
は
、
「
戦
後
最
悪
」
と
い
わ
れ

た
安
倍
政
権
さ
え
し
な
か
っ
た
、
違
憲
の

敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
に
着
手
し
、
軍

事
費
の
２
倍
化
に
向
け
た
大
軍
拡
予
算
や

軍
拡
財
源
法
を
強
行
し
、
『 

戦
争
国
家
づ

く
り
』
を
進
め
て
い
ま
す
。 

国
賠
同
盟
は
、
同
盟
の
存
在
意
義
を 

か
け
、
『 

戦
争
国
家
づ
く
り
』
許
さ
な
い 

運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
闘
っ
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
「
２
万
人
の
同
盟
建
設
を

一
刻
も
早
く
実
現
し
ょ
う
」
と
中
央
本
部

が
提
起
し
た
「
特
別
期
間
（
４
月
～
６
月
）

で
、
埼
玉
県
同
盟
は
、
先
進
的
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。 

埼
玉
同
盟
の
果
た
し
た
役
割 

先
ず
、
５
月
16
日
に
行
っ
た
50
回
目
の

小
林
多
喜
二
を
虐
殺
し
た 

権
力
犯
罪
の
主
犯
格
と
も
い
え 

 
 

 
 

 
 

 

る
特
高
の
中
川
成
夫
は
、
戦
後
、 

 
 

 
 

 
 
 

東
京
都
北
区
教
育
委
員
長
に
な 

り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
多
く
の
特

高
官
僚
た
ち
が
、
戦
後
、
国
家
機
関
や
地

方
自
治
体
で
要
職
に
つ
い
て
い
ま
す
▼
埼

玉
県
で
は
、
北
海
道
や
福
岡
県
の
特
高
課

長
な
ど
を
歴
任
し
た
田
中
重
之
が
、
戦
後

一
九
五
六
年
か
ら
埼
玉
県
教
育
委
員
会

委
員
長
を
務
め
、
大
阪
府
外
事
課
長
を
務

め
て
い
た
吉
田
忠
一
は
、
一
九
四
九
年
三

月
か
ら
埼
玉
県
副
知
事
を
務
め
て
い
ま
す

▼
こ
の
よ
う
な
、
元
特
高
官
僚
の
戦
後
に

お
け
る
登
用
は
、
戦
時
中
の
内
務
省
の
意

志
が
、
戦
後
も
自
治
省
に
引
き
継
が
れ
て

い
る
こ
と
の
一
つ
の
現
れ
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
特
高
官
僚
の
戦
後
を
追
及
し
て
柳

河
瀬
精(

故
人
元
国
賠
同
盟
会
長)

が
書
い

た『
告
発 

戦
後
の
特
高
官
僚
』
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
の「
反
動
潮
流
の
源
泉
」
は
、
特
高

官
僚
と
戦
後
の
行
政
と
の
こ
の
よ
う
な
関

係
を
指
摘
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
是

非
、
お
読
み
く
だ
さ
い
▼
一
方
、
治
安
維

持
法
犠
牲
者
の
方
々
は
、
戦
前
の
厳
し
か
っ

た
弾
圧
に
も
め
げ
ず
、
戦
後
、
再
び
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
一
九
四
六
年
二
月
四
日

の
埼
玉
県
庁
で
の
労
働
組
合
の
結
成
に
創

立
準
備
委
員
長
と
し
て
大
き
く
貢
献
し
た

庄
子
銀
助
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
す
。 
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７
月
21
日
、
映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と

も
」
第
５
回
県
実
行
委
員
会
が
忙
し
い
中
、

９
つ
の
賛
同
団
体
と
各
地
域
の
代
表
ら
20

人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

桂
壮
三
郎
監
督
、
原
作
者
の
藤
田
廣
登

さ
ん
も
参
加
さ
れ
、
映
画
運
動
の
全
国
の

到
達
状
況
や
第
三
次
上
映
運
動
の
意
義
な

ど
を
豊
富
な
資
料
を
見
な
が
ら
話
さ
れ
ま

し
た
。
特
に
、
各
県
が
、
上
映
運
動
を
有
権

者
比
で
見
て
、
全
地
域
を
網
羅
す
る
な
ど

「
上
映
運
動
の
広
が
り
を
作
ろ
う
」
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。 

大
野
辰
男
事
務
局
長
か
ら
は
、
埼
玉
が

先
進 

「
総
会
議
案
」
発
表
、
８
・
26
県

総
会
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う 

熱風

当
初
掲
げ
た「
30
ヶ
所
５
千
人
」
の
目

標
を
観
賞
者
数
で
は
超
過
達
成
し
、
全

国
で
も
先
進
的
役
割
を
果
た
し
て
て
き

た
が
、
埼
玉
県
に
は
63
自
治
体
あ
り
、

ま
だ
三
割
を
埋
め
た
に
過
ぎ
ず
、
到
達

状
況
を
踏
ま
え
、「
新
た
な
目
標
を
持

っ
て
第
三
次
運
動
の
具
体
化
を
進
め
よ

う
」と
提
案
が
さ
れ
ま
し
た
。 

い
く
つ
か
の
点
に
つ
い
て
質
問
な
ど
も

あ
り
、
そ
れ
に
答
え
る
と
と
も
に
、
賛

同
団
体
や
地
域
か
ら
こ
の
間
の
取
り

組
み
や
こ
の
映
画
を
ど
う
取
り
組
む

か
に
つ
い
て
熱
い
討
論
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
全
体
的
に
は
、
提
起
し

た
第
三
次
上
映
運
動
の
埼
玉
と
し
て
、

ス
タ
ー
ト
会
議
と
な
り
、
目
標
も
８
千

人
に
引
き
上
げ
、
未
開
催
の
重
点
自

治
体
・
行
政
区
や
若
者
対
策
な
ど
も

決
め
意
気
高
く
取
り
組
む
こ
と
を
拍

手
で
確
認
し
、
散
会
と
な
り
ま
し
た
。 

   

    
 

 
 

 
 

 
 

    

 

 

猛
暑
が
続
く
中
、
「
戦
争
国
家
づ
く
り
」
許
さ
な
い

運
動
の
先
頭
に
立
っ
て
、
「
埼
玉
県
同
盟
会
員
四
五

〇
名
」
を
実
現
し
、
「
県
総
会
」
を
成
功
さ
せ
よ
う 

【
個
人
署
名
】  

 
 

  
(

１
０
４
筆) 

高
田
哲
郎 

 

（
小
鹿
野
町
）  

10
筆 

原 

康
長 

 

（ 

川
口
市
）  

 

20
筆 

新
日
本
婦
人
の
会 

岩
槻
支
部 

５
筆 

埼
玉
県
教
職
員
組
合 

北
足
立
北
部
教
育
会
館 

 

21
筆 

国
賠
同
盟 

岩
槻
支
部 

 
   

38
筆 

  

同 
 

 

春
日
部
支
部 

 
 

 

10
筆 

 

署
名
合
計
（ 

７
月
31
日
現
在
） 

 
 

 
   

個
人
署
名 

 
 
 

３
０
４ 

筆 
 

 
 

 
   

団
体
署
名 

 
 

 
 

 

２ 

筆 
 

＊
署
名
は
毎
月
集
約
し
て
い
ま
す
。
集
め

た「
署
名
」は
、
最
寄
り
の
同
盟
役
員
か
県

本
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 

国
会
請
願
署
名
推
進
コ
ー
ナ

ー 
 

〈
国
会
請
願
三
項
目
〉 

①
国
は
、
治
安
維
持
法
が
人
道
に
反
す
る 

悪
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
る
こ
と 

②
国
は
、
治
安
維
持
法
犠
牲
者
に
謝
罪
し 

 

賠
償
を
行
う
こ
と 

③
国
は
、
治
安
維
持
法
に
よ
る
犠
牲
の
実
態 

を
調
査
し
、
そ
の
内
容
を
公
表
す
る
こ
と 

 

「
戦
争
さ
せ
な
い
埼
玉
の
会
」
の 

金
曜
宣
伝
行
動
「（
浦
和
駅
東
口
） 

 

 

 

本
日
、
第
58
回
県
本
部
総
会
へ
提
案
す

る「
議
案
」
を
、
会
員
の
皆
様
に
お
届
け
し

ま
す
。
是
非
、
目
を
通
し
て
ご
意
見
を
お
寄

せ
下
さ
い
。 

総
会
は
、
８
月
26
日
（
土
）
13
時
30
分

よ
り
、
さ
い
た
ま
共
済
会
館
５
０
４
号
で
行

い
ま
す
。
伊
藤
岳
参
議
院
議
員
の
お
話
も

あ
り
ま
す
。
会
員
な
ら
ば
誰
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
多
く
の
皆
様
の
参
加
を
お
持

ち
し
て
お
り
ま
す
。 

会
員
拡
大
に
ご
協
力
く
だ
さ
い 

一
面
に
掲
載
し
た
様
に
、
埼
玉
同
盟
は

前
総
会
で
掲
げ
た
四
五
〇
名
会
員
実
現
ま

で
、
あ
と
一
歩
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
拡
大

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

 

 

 

た
事
を
も
っ
と
知
ら
せ
て
い
く
必
要
性
を

感
じ
て
い
ま
す
。
日
本
は
ド
イ
ツ
な
ど
と
違

っ
て
、
こ
れ
ら
の
人
々
に
対
し
謝
罪
も
賠
償

も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
の
時
代
に「
国
賠

同
盟
運
動
」
は
大
変
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。
周
り
の
知
り
合
い
に
国
賠
へ
の
入
会
を

訴
え
る
と
気
持
ち
よ
く
入
会
し
て
く
れ
、

現
在
７
名
を
拡
大
し
ま
し
た
。
国
賠
同
盟

を
知
ら
な
い
方
が
ま
だ
多
く
、
も
っ
と
も
っ

と
歴
史
を
語
り
、
歴
史
を
学
ん
で
い
く
こ

と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
（
文
責
小
池
） 

 

一
気
に
７
名
の
会
員
を
拡
大
！ 

 

南
区
に
お
住
い
の
東
山
寿
美
子
さ
ん
は
、

加
藤
会
長
の
呼
び
か
け
で
、
現
在
進
め
て
い

る「
国
賠
埼
玉
女
性
の
会
」
の
再
開
の
運
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。 

 

「
新
し
い
戦
前
」
と
い
わ
れ
る
現
在
、
学
童

疎
開
な
ど
辛
い
体
験
を
し
た
者
と
し
て
、

「
戦
争
は
絶
対
ダ
メ
」
の
声
を
あ
げ
て
い
ま

す
が
、
戦
前
、
戦
争
に
反
対
し
た
人
々
が
い

た 

映
画
「
わ
が
青
春
つ
き
る
と
も
」
県

上
映
実
行
委
員
会
を
開
催
、
目
標

を
８
千
人
に
引
き
上
げ
、
「
第
三
次

上
映
運
動
」
成
功
に
向
け
ス
タ
ー
ト 

  

  
 

「
治
安
維
持
法
と
現
代
」
を
読
も
う 
 

年
２
回
（
春
・
秋
）
発
行
、
千
円 

 
 

「
定
期
購
読
」
申
込
受
付
中 
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方
に
就
任
し
て
大
宮
郷
の
豪
商
か
ら
軍
用
金

を
預
か
る
と
、「
革
命
本
部
」
と
書
い
た
領
収

書
を
渡
し
た
。
今
で
も
こ
の
領
収
書
が
残
っ
て

い
る
。 

 

事
件
後
の
一
一
月
一
五
日
、
為
吉
は
東
京

で
逮
捕
さ
れ
、
裁
判
で
軽
懲
役
八
年
の
刑
を

受
け
、
浦
和
監
獄
に
服
役
し
た
。
二
二
年
の

大
日
本
帝
国
憲
法
発
布
の
大
赦
で
帰
郷
。
出

獄
後
、
名
前
を
治
雄
と
改
名
し
、
地
元
の
小

学
校
の
教
員
、
そ
し
て
群
馬
県
甘
楽
郡
高
瀬

村
役
場
、
さ
ら
に
吾
妻
郡
や
利
根
郡
の
書
記

を
務
め
た
。 

 

明
治
三
七
年
（
一
九
〇
四
）
胃
が
ん
で
東
大

病
院
に
入
院
し
、
退
院
後
実
家
に
戻
っ
た
が
、

翌
三
八
年
五
月
死
去
、
享
年
四
五
歳
。
菊
池

貫
平
が
十
勝
監
獄
を
出
獄
し
て
か
ら
数
か
月

後
で
あ
っ
た
。
井
出
家
の
墓
地
に
あ
る「
大
学

院
治
徳
賢
雄
居
士
」
が
為
吉
の
墓
碑
で
あ
る
。 

 【
交
通
】
Ｊ
Ｒ
小
海
線
小
海
駅
下
車
、
北
相
木

村
営
バ
ス
老
人
セ
ン
タ
ー
入
口
下
車
、
そ
の
前

が
実
家
。 

【
お
詫
び
と
お
知
ら
せ
】 

前
回
の「
氏
名
の
表
示
、
菊
池
寛
一
を
菊
池
貫

平
に
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
こ
の
コ
ー
ナ

ー
は
今
回
を
も
っ
て
終
了
と
な
り
ま
す
。
長
年

の
ご
購
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
読
者

の
方
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
な

り
ま
す
の
で
、
ご
期
待
下
さ
い
。
（編
集
部
） 

    

           

 

井
出
為
吉
は
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）

に
長
野
県
南
佐
久
郡
北
相
木
村
き
っ
て
の

豪
農
の
家
に
生
ま
れ
た
。
九
歳
か
ら
一
七

歳
ま
で
同
村
大
龍
寺
住
職
飯
塚
道
周
に

漢
学
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
明
治
一
〇
年

か
ら
一
年
間
、
東
京
の
私
塾
で
学
ん
だ
。 

 

一
二
年
か
ら
北
相
木
村
啓
分
館
学
校
の

教
壇
に
立
ち
、
村
会
議
員
に
当
選
し
て
い

る
。
一
五
年
に
自
由
党
に
加
入
し
、
一
六

年
二
月
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
北
相
木
村

戸
長
を
務
め
た
。 

井
出
家
に
は
為
吉
の
蔵
書
、『
仏
蘭
西

法
律
書
』『
仏
国
民
法
』『
フ
ラ
ン
ス
革
命

史
』
な
ど
の
書
籍
、『
月
桂
新
誌
』
な
ど
の

雑
誌
が
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。
東
京
遊
学

の
際
に
講
読
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

明
治
一
七
年
秋
、
菊
池
貫
平
と
共
に

秩
父
に
入
り
武
装
蜂
起
で
は
軍
用
金
集

方 

同
盟
も
構
成
団
体
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る「
埼
玉
戦
争
展
」
、
今
年
は
、

７
・
29
～
31
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
企
画
。
８
・
１
は
、
埼
玉
会
館
で
沢
山
の
催

し
物
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
平
和
は
対
話
、
武
力

に
よ
ら
な
い
平
和
の
道
を
さ
ぐ
る
」
で
す
が
、
改
め
て「
埼
玉
戦
争
展
」の

目
的
を
探
っ
て
み
ま
し
た
。
次
の
３
つ
で
す
。 

１
， 

戦
争
中
の
実
物
を
あ
つ
め
て
、
展
示
す
る
こ
と
で
、
２
度
と
戦

争
を
お
こ
さ
な
い
、
お
こ
さ
せ
な
い
決
意
を
あ
ら
た
に
し
あ
う

こ
と 

２
， 
核
戦
争
３
分
前
と
い
わ
れ
る
危
険
な
状
況
を
、
戦
前
・
戦
中
と

対
比
さ
せ
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
・図
表
・
模
型
な
ど
の

展
示
を
通
じ
て
知
ら
せ
る
こ
と 

３
， 

本
当
に
平
和
な
日
本
・
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
も
、
核
兵
器
廃

絶
の
緊
急
性
・
重
要
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と 

 

   
   
    
   
    
    
   
    
   
    
    
   
    
  

 

 

 

 

 

 

 

 

だ
が
、
N

A

T

O
と
そ
の
同
盟
国
、
ロ
シ
ア
、
中
国
と
そ
の

同
盟
国
以
外
に
国
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
国
連
加
盟
国
は
１

９
３
。
こ
の
う
ち
９
か
国
が
核
保
有
国
、
30
か
国
ほ
ど
が
核
依

存
国
。
残
り
は
核
兵
器
で
脅
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
公
正
な
世
界

を
望
ん
で
い
る
。
核
兵
器
禁
止
条
約
採
択
に
賛
成
し
た
国
は
１

２
２
か
国
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
が
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
そ
ん
な
多
数
の
国
ぐ
に
と
そ
れ
を
支
持
す
る
世
界
の

市
民
運
動
で
あ
る
。
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
望
む
諸
国
政
府

と
市
民
社
会
の
共
同
が
今
や
世
界
の
本
流
と
な
っ
て
い
る
。
私

た
ち
の
運
動
が
、
そ
の
確
信
を
ど
う
伝
え
る
か
に
未
来
は
か
か
っ

て
い
る
。 

 

５
月
の
G
７
は
、
結
束
を
固
め
た
N

A

T

O
主
要
国

が
、
自
分
た
ち
が
世
界
の
盟
主
で
あ
る
こ
と
を
誇
示
す
る
場

で
あ
っ
た
。
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
参
加
し
た
こ
と
も
あ
り

そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、
広
島
カ
ー
プ
の
赤
い
靴
下
と
と
も
に
、

日
本
国
民
の
意
識
に
深
く
刻
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い

か
と
危
惧
す
る
。
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
九
条
を
持
つ

国
の
首
相
が
、
原
爆
慰
霊
碑
の
前
で
核
抑
止
力
論
を
展
開

し
て
被
爆
者
の
怒
り
を
買
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
G
７
と
は
、

核
保
有
国
、
核
共
有
国
そ
し
て
核
の
傘
の
下
に
あ
る
国
ぐ
に

な
の
で
、
G
７
の
景
色
を
見
る
か
ぎ
り
、
核
兵
器
が
あ
る
か

ら
核
戦
争
は
起
こ
ら
な
い
と
い
う
彼
ら
の
主
張
を
信
じ
る
ひ

と
も
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。 

最
終
回

井
出
為
吉
の
墓
碑 

篠
田 

健
一 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秩父事件 
墓碑探訪 

 

 
    

短  

歌 
 

女
性
市
議
二
つ
返
事
で
加
盟
す
る 

四
千
円
に
同
志
の
光 

春
日
部
市 

  

細
谷 

宣
朗 

 

軍
拡
の
中
で
物
価
は
上
が
り
ゆ
く 

小
さ
き
玉
子
割
り
て
朝
餉
に 

川
口
市 

 
 

宮
地 

さ
か
枝 

俳  

句 

冷
房
車
汗
を
拭
き
つ
つ
心
で
感
謝 

春
日
部
市 

 

浅
子 

薫
衣 

階
段
に
手
を
添
え
の
ぼ
る
義
母
の
汗 

 

行
田
市 

  
 

大
野 

辰
男 

ス
イ
レ
ン
も
暑
い
日
謝
し
を
浴
び
て
咲
く 

     
    

行
田
市 

 
 

鈴
木
し
げ
る 

終
戦
日
戦
前
許
さ
ぬ
こ
の
世
紀 

さ
い
た
ま
市   

小
池  

荘
市 

川 

柳 

悔
恨
の
八
月
蝉
の
声
沁
み
る 

オ
ス
プ
レ
イ
一
段
色
濃
く
影
落
と
す 

春
日
部
市 

  

福
家 

駿
吉 

 

    

               

   

 

平和は対話 武力によらない  

平和の道をさぐる 

７・２９～８．１ 「埼玉戦争展」開催 

 

 

私も 
一言 

 

６
日
投
票
で
闘
わ
れ
た
埼
玉
知

事
選
、
今
回
こ
れ
迄
対
立
候
補
を

立
て
て
き
た
自
民
党
が
大
野
知
事

を
応
援
す
る
中
、
日
本
共
産
党
は

ぎ
り
ぎ
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
県

委
員
会
書
記
長
の
柴
岡
ゆ
う
ま
氏

を
擁
立
し
闘
い
ま
し
た
。 

30
日
応
援
に
駆
け
付
け
た
小

池
書
記
局
長
は
、「
自
公
相
乗
り
の

冷
た
い
県
政
に
し
て
は
な
ら
な
い
、

若
き
リ
ー
ダ
ー
で
暖
か
い
県
政
の

実
現
を
」
と
力
説
。
ま
た
、
維
新
の

馬
場
代
表
の
発
言
に
言
及
し
、
あ

の「
暴
言
」
は
、
戦
前
、
共
産
党
を

「
ア
カ
」
、「
非
国
民
」
と
弾
圧
し
、

治
安
維
持
法
で
非
合
法
化
し
、
侵

略
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
歴
史
を
繰

り
返
し
す
こ 

と
」
。「
こ
の 

様
な
暴
言
が 

ま
か
り
通
る 

日
本
に
し
て 

は
な
ら
な
ら 

な
い
」
。
と
呼 

び
か
け
ま
し 

た
。 

           

 

 

二
〇
二
一
年
十
月
号
か
ら
約
二
年

間
に
渡
っ
て
掲
載
さ
れ
た
「
秩
父
事

件
・
墓
碑
探
訪
」
は
〝
人
気
コ
ー
ナ
ー

〟
と
し
て
紙
面
を
飾
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
先
ず
、
お
忙
し
い
中
、
写
真

と
原
稿
を
毎
月
送
っ
て
下
さ
っ
た
秩
父

事
件
研
究
顕
彰
協
議
会
会
長
篠
田
健

一
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
回
か
ら
の「
連
載
物
」
を
検
討
し

た
結
果
、
現
在
作
成
中
で
、
埼
玉
同
盟

創
立
50
周
年
記
念
誌
に
掲
載
予
定
の

「
埼
玉
県
の
戦
前
に
お
け
る
社
会
進
歩

の
た
た
か
い
と
抵
抗
の
歴
史
」
に
す
る

事
に
な
り
ま
し
た
。 

武
州
一
揆
、
秩
父
事
件
な
ど
埼
玉

県
の
先
人
達
の
た
た
か
い
か
ら
は
じ
ま

り
、
熊
谷
大
空
襲
、
終
戦
ま
で
、
約
三

万
字
の
読
み
物
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

よ
り
良
い
も
の
に
仕
上
げ
る
た
め
に

も
、
読
者
の
み
な
さ
ん
の
忌
憚
な
い
ご

意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
（編
集
部
） 

 

                 
   

Ｇ
７
の
〝
核
抑
止
力
論
〟

に
怒
り
、
世
界
の
〝

核
廃
絶
の
世
論
〟

と
連
帯

し
核
廃
絶
運
動
す
す
め
よ
う 

 

原
水
爆
禁
止
埼
玉
県
協
議
会
会
長 

伊
藤 

稔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

春
日
部
支
部 

 
 

 

長
澤 

志
保
子 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

さ
い
た
ま
市
北
区
平
和
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
世
話
人 

 
 

児
玉 

捷
之  

 
 

 

次
回
か
ら
の
連
載
は
、
埼
玉

創
立
50
周
年
記
念
誌
掲
載

予
定
の
「
埼
玉
県
の
戦
前
に

お
け
る
社
会
進
歩
の
た
た
か

い
と
抵
抗
の
歴
史
」
に
な
り

ま
し
た
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。 

勇
気
あ
る
決
断
に
敬
意
！ 

共
産
党
、
埼
玉
知
事
選
に 

 
 

柴
岡
ゆ
う
ま
氏
を
擁
立 

 

                                     




